











































が へ、 が へと回帰するような世界にあって、隠れたキーワード
は （雪）であるように思われる。 を除けば、これが唯一の内容語で




は、しかしながら、 のうちに統語されており、 いやはや おや
まあ という困惑・驚きのうちに捉えられているとも考えられる。この内在す
る意味の二重性は、台座における の肯定が冒頭 行における の否定へ
と連関するありようにも認められる。また、順接的な意味の二重性では、中央










疑問符及びアポストロフィーを加えれば、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・






































・ ・ ・ ・ ・ ・ 行という連構成に相称（ ）がある。
また、 行連においては、第 連に ・ ・ 字、第 連に ・ ・ 字、第
連に ・ ・ 字、という相称が見て取れる。 行目の と の強い響き
の音で引き締められたあと、第 連の つの が三角形の角を占めていて、




































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 行という連構成に相称がある。冒頭の
第 ・ 連── （偉大な男が逝った）は、珍しくもきちん
と文が生成されており、きっちりとピリオド（ ）で閉じられてもいる。ただ
ひとつの大文字で始まる次の第 連── （真理のように気高



























































第 連の第 行に現れる の屹立するアルファベットは、聳える木々の



















































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 行という連構成に相称がある。ただ一
ヶ所に大文字が現われる中央の第 連に目が集中する。 によって語が挟まれ
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